阪大法学 59巻 3・4号 巻頭の辞 by ナカオ, トシミツ et al.









Osaka University Knowledge Archive : OUKA
https://ir.library.osaka-u.ac.jp/repo/ouka/all/
Osaka University
巻
頭
の
辞
尹
景
徹
先
生
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
め
で
た
く
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
を
ご
退
職
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
業
績
を
讃
え
、
深
い
感
謝
と
惜
別
の
念
を
込
め
て
、
こ
こ
に
阪
大
法
学
特
集
号
を
刊
行
し
、
先
生
に
捧
げ
ま
す
。
尹
景
徹
先
生
は
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
韓
国
外
国
語
大
学
政
経
部
中
国
語
科
を
卒
業
し
、
同
年
九
月
台
湾
国
立
政
治
大
学
大
学
院
東
亜
研
究
所
修
士
課
程
に
進
学
、
同
五
十
年
六
月
同
課
程
を
修
了
、
同
五
十
三
年
四
月
よ
り
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
学
、
同
五
十
五
年
四
月
同
博
士
課
程
に
進
学
、
同
五
十
八
年
三
月
同
課
程
を
研
究
指
導
認
定
退
学
後
、
同
六
十
二
年
五
月
同
課
程
を
修
了
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
同
五
十
八
年
四
月
か
ら
同
五
十
九
年
三
月
ま
で
京
都
大
学
法
学
部
助
手
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
同
六
十
二
年
二
月
に
母
国
韓
国
の
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
付
属
大
学
院
助
教
授
に
就
任
、
平
成
三
年
四
月
同
副
教
授
、
同
六
年
四
月
鈴
鹿
国
際
大
学
国
際
学
部
教
授
を
経
て
、
同
十
三
年
四
月
に
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
活
動
は
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
に
お
け
る
韓
国
政
治
の
位
置
を
日
本
政
治
と
の
比
較
に
お
い
て
は
か
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
代
表
的
研
究
で
あ
る
『
日
本
学
生
運
動
研
究
』
お
よ
び
『
日
本
新
左
翼
の
研
究
』
は
、
戦
後
日
本
の
新
左
翼
運
動
の
歴
史
的
総
括
を
、
そ
の
闘
争
過
程
、
闘
争
理
論
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
国
民
の
反
応
を
中
心
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
左
翼
運
動
全
体
が
日
本
的
な
保
守
的
思
想
に
よ
っ
て
沈
静
化
さ
せ
ら
れ
て
い
く
姿
を
冷
静
か
つ
客
観
的
な
目
で
考
察
し
、
こ
の
分
野
の
研
究
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
先
生
は
『
新
左
翼
運
動
の
国
際
的
比
較
と
韓
国
学
生
運
動
研
究
』
に
お
い
て
、
日
本
の
左
翼
運
動
の
盛
衰
が
韓
国
の
学
生
運
動
に
も
た
ら
す
示
唆
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
提
示
し
、
そ
の
比
較
政
治
の
手
法
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
の
研
究
関
心
は
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
そ
の
も
の
の
史
的
分
析
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
戦
後
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
構
造
を
決
定
づ
け
た
朝
鮮
戦
争
を
中
心
に
、
激
動
す
る
韓
国
政
治
史
を
達
意
の
日
本
語
で
描
い
た
『
分
断
後
の
韓
国
政
治
』
に
お
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
物
は
こ
の
分
野
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
大
部
の
歴
史
書
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
比
較
政
治
研
究
は
そ
の
卓
越
し
た
語
学
力
（
韓
国
語
、
中
国
語
、
日
本
語
、
英
語
）
と
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
の
該
博
な
知
識
に
基
づ
い
て
お
り
、
先
生
は
そ
の
希
有
の
能
力
を
活
か
し
て
、
韓
国
言
論
界
で
の
活
躍
な
ど
を
通
じ
て
日
韓
友
好
に
も
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生
は
国
際
学
術
交
流
の
分
野
で
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
大
阪
大
学
法
学
部
が
学
術
交
流
協
定
を
も
つ
韓
国
の
釜
山
大
学
校
、
嶺
南
大
学
校
と
の
交
流
、
そ
し
て
自
身
も
交
流
協
定
の
締
結
に
か
か
わ
っ
た
韓
国
の
建
国
大
学
校
と
の
交
流
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
先
生
の
学
部
講
義
は
専
門
的
知
識
は
も
と
よ
り
、
自
身
の
外
国
生
活
体
験
あ
る
い
は
戦
争
体
験
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
学
生
が
断
片
的
知
識
よ
り
も
世
界
を
先
入
観
な
し
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
開
か
れ
た
目
を
も
て
る
よ
う
に
教
育
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
生
の
教
育
方
針
は
ゼ
ミ
に
も
活
か
さ
れ
、
海
外
ゼ
ミ
旅
行
な
ど
を
活
用
し
て
、
学
生
の
国
際
政
治
理
解
が
進
む
よ
う
努
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
学
生
に
最
も
人
気
の
あ
る
ゼ
ミ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
先
生
の
業
績
を
讃
え
、
お
人
柄
を
語
り
、
我
々
の
深
い
感
謝
と
惜
別
の
念
を
表
し
、
巻
頭
の
辞
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生
が
こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
壮
健
に
て
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
大
阪
大
学
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学
院
法
学
研
究
科
長
大
阪
大
学
法
学
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長
中
尾
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充
